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令和2年度 優良PTA文部
科学大臣賞受賞

登美丘西小学校 PTA会長

安東 克敏

令和2年 11月 27日 、新霞が関ビル全社協

灘尾ホールにて「令和2年度PTA年次表彰

式」が行われました。その席上において名誉

ある「優良PTA文部科学大臣賞」を受賞しヽ

たしました。登美丘西小学校 PIAを代表いたしまして、心よりお

礼申し上げます。

この度の受賞は、歴代PTA役員の継続的な活動の積み重ねが評価

されたものだと強く感じています。保護者の皆さま、学校長はじめ教

職員の皆さま、そして地域活動に関わる全ての皆さまが、登美丘西小

学校の子どもたちのために一体となって様々な活動や取り組みを行つ

ていただいたことが、このような受賞につながつたものと思います。

P〒A活動 |よ「子どもたちのために」が全ての原点であり、私たち

は、日頃から学校、家庭、地域と連携して、地域社会全体で子どもた

ちを見守り育んでいく環境づくりを目指し、楽しく活動しています。

今後も、役員―同、「感謝」と「恩返し」を忘れずに、子どもたちが

心豊かで優しい人間に成長してくれることを望みながら、私たち大

人も子どもたちと共に成長していきたいと思しヽます。

令和2年度「文部科学大臣優秀教職員表彰」
受 賞 に あ た っ て

  登美丘西小学校 教頭 畑 昌 宏

令和3年 1月 12日に「文部科学大臣優秀教職員表彰」をいただき

ました。本来ならば東京の文部科学省での表彰式だつたのですが、

コロナ禍でリモートでの表彰式となりました。リモートではありまし

たが、萩生田大臣のこ挨拶や、文部科学省「こどもの教育応援大使」

の香川 照之さんからお祝いのメッセージをしヽただくなど、黄重な経

験をさせていただきました。

今回の表彰は、文部科学省の数ある部門の中から、「地域協働」部門
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１２
年
前
に
教
諭
と
し
て
本
校
に

着
任
し
、
本
年
度
よ
り
教
頭
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
同
じ
学
校
で

引
き
続
き
働
け
る
こ
と
を
幸
せ
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
校

区

の
皆
様

に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が

と
う

こ
ざ

い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
毎
日
安
心
し
て
登
下
校

で
き
る
よ
う
見
守

っ
て
い
た
だ

い
た
り
、
体
育
大
会
な
ど
の
学

校

行

事

や

、
と

に

し

っ
子
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
校
区
探
検
な

ど
の
授
業
支
援
を
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

本
当
に
地
域
に
支
え
ら
れ
た
学

校
だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
創
立

１
５
０
周
年
を

迎
え
る

こ
の
登
美
丘
西
小
学
校

で
、
子
ど

も
た
ち

の
た
め
に

で

き
る

こ
と
を
精

一
杯
が
ん
ば
り

た

い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

の
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登美丘西小学校 創立150周年
=令和4年 10月 24日 (月 )=

登美丘西小学校は、日本で最初に

開校した小学校の、ひとつです。

¬せヽ墨ソ

での受賞でした。担任時代から、防災マップづくりや職業見学、地域の行

事など登美丘西校区の地域の方々と様々なところで関わらせていただ

いたことが、受賞のきつかけのひとつになつたのかなと感謝しています。

本校 |よ来年150周 年を迎えます。地域とともに歩んできたこの学校

が、さらに地域と密接にかかわれるよう取り組んでいきたいと思います。

これからもかわらぬこ支援こ協力を、どうぞよろしくお願いいたします。

魏
著
.■

登
美
丘
西
小
学
校

教
頭
　
面
畑

日
里
な
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登 西 今 昔 物

西 富 野 街 道 0∞e

堺ユネスコ協会

会長
'11上

浩 (人美野8区 )

今回は、登美立西校区内や周辺地域でも大活躍さ

れた行基さんの話題です。

行基さんは混迷の奈良時代の救せ主などと言われる

こともありますし、奈良の大仏建立にも携わり、近鉄奈良

駅前には東大寺の方を向いた行基さんの像が立ってお

り、82歳で七くなった場所も奈良、お墓も茶良ということ

により、奈良の人のように思われますが、実は668年 (天

智7年)界で生まれました。界と言っても当時は界ではなく

河内国人烏郡蜂口郷家原です。父は工仁博士直系

旅の高恙オ知、母は蜂口昔爾比売です。

さて、疑間が出てきました。実は高石市にも行基誕生の

地があり、地元の皆きま|よ 誇りにしておられます。現在の

1'T会名高層入区は別名「匠」と呼ばれています。ここも

昔は河内国人烏郡であったこと、行基の社会事業に従

事した工人たちの子旅の集落と言われていること、そこの

工人が内匠察に属していたこと、壼大工をはじめとする

技術者の村で、明治維新

頃まで京都御所の逹菅や

修条に携わっていたこと。

色々な条件から類推する

と、行基は高石の人のような気がします。でも界で生ま

れたと、ヽうことなので、お母さんが実家に帰って行基を

生んだ。今でいう住民票は高石、土まれた場所は界と

しておきます。

行基は704年 (慶雲元年)に 生家を寺に改め開出し

て家原寺とる村 |す ました。お寺で生まれた人ではなく、生

まれた場所をお寺にしたのです。開基は聖式天皇、寺格

|よ勅願寺。勅願寺とは時の天皇や上皇の発願により、

国家鎮保護・皇室繁′)itなどを祈顆して創建された祈願寺

のことです。開基とはお寺を建てる時のスポンサー、開

、Lはそのお寺の初代住我になった僧のことです。家原寺

で有るなものの一つに、出門にあった鎌分時代の企冊1

カ士像がありますが、これはワシントンDCのフリーア美

術館の所蔵になっています。政府の廃仏毀釈政策が

続く明治時代に村人の役に立ったのだと考えられます。

校区の東寄りにある高松墓鬼の中に、行基薔薩碑

があります。ズラリと並んでいる六体の地蔵尊の右端に

ある珍い 型ヽの石碑友面に「開出行基大薔薩」、脇言

|よ 天国勝宝元年二月二日の

文字が彫ってあります。日は久

|すていて判読不明ですが彫っ

てあるのは天平勝宝だと確信

できます。但し、勝宝と改えきね

たのが4月 なのに二月とあるの

で、本来は「惑宝」と彫るとこ

ろを「勝宝」なので、後せに

なってから造られたものだと思われ

ます。但し後せといっても半年後か千年後

かは分かりません。「開、L行基大薔薩」な

ので寺院を建てたのが行基さんとヽ うヽ意味

で、天平勝宝とは今から約 1200年 前の

孝謙天皇の頃です。この近辺に多く、仁縫 天皇陵古

墳など
｀
にも使われている砂岩。その砂浩に彫られた石碑

の文字が、風化により判読困難になるには400年くら

いかかると言われています。しかし二段の台石を合め、こ

の4は 固くて耐久性耐火性に優れた葛城出系の人、L

から噴出した安出岩で、それが風化して丸みを帯びてヽヽ

ることからも相当きいものには間違いありません。さらに、

それが人六寺涜内の祠のなかに建っていて、火災で焼

|す残ったものだと確定したら日本史の疹しい資料となり博

物館展示以上の評価になりうる遺琳です。

行基の話は次口にも続きます。
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長
年

の
活
動

に
対
し
、
堺
市

か
ら
お
二
人
に

界
市
地
域
活
動
貢
献
者
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
〃

罫

♯〓わ

ョ
Ｆ

Ｆ

山
峙

富
子
さ
ん

（中
茶
屋
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
菜
の

花
会
に
入
っ
て
早
や
１７
年
、
さ
ら

に
代
表
と
し
て
６
年
間
務
め
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

「出
来
る
と
き
に
出
来
る
事
か

ら
′
」
が
モ
ツ
ト
ー
。
月

一
回
の

「ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
主
催
さ

れ
、
参
加
者
と

一
緒
に
介
護
予
防

を
目
的
と
し
た
コ
ッ
カ
ラ
体
操
、

ゲ
ー
ム
、
脳
ト
レ
な
ど
の
活
動
を

３
月
７
日

（日
）
山
下
東
区
長

を
は
じ
め
、
東
区
自
治
推
進
課
職

員
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
校
区
自

主
防
災
訓
練
メ
ン
バ
１
２０
名
を
中

心
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
リ
ス
ク
の
中
で
の
避
難
所
開

設

・
運
営
に
つ
い
て
の
講
演
や
防

災
テ
ン
ト
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な

ど
の
組
み
立
て
作
業
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

先
頭
に
立

っ
て
楽
し
ま
れ
、
「
西

こ
ど
も
園
」
で
の
園
児
と
の
ふ
れ

あ
い
で
は
元
気
を
も
ら
い
、
身
体

の
続
く
限
り
、
続
け
た
い
と
お

っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

ま
な
活
動
を
積
極
的
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
週
土
曜
日
の
ふ

れ
あ
い
喫
茶

「サ
ロ
ン
さ
＜
ら
」

で
は
、
こ
自
宅
の
庭
で
育
て
た
季

節
の
お
花
を
お
持
ち
く
だ
さ
り
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
由
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
の
は
、

家
族
の
協
力
と
周
囲
の
お
陰
と

感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

用
し
、
家
族
で
家
庭
内
防
災
訓
練

に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
′

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
心
で
き

る
校
区
に
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
こ
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

避
難
所
開
設
訓
練
に
参
加
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「菜

の
花
会
」
に
平
成
１５
年
に
入
会
さ

れ
、
主
と
し
て
介
護
予
防
講
座

『ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
で
さ
ま
ざ

自
主
防
災
会
　
西
川

巧

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
真

っ

先
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
自
分

自
身
、
こ
家
族
お
よ
び
隣
近
所
の

安
全
確
認
で
す
。
そ
の
後
避
難
所

に
と
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
に
お
い
て
は
集
団
感
染
に
対
応

し
き
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

避
難
所
に
も
行
け
ず
水
道
、
ガ

ス
、
電
気
が
使
え
な
い
こ
と
を
想

定
し
て
キ
ャ
ン
プ
道
具
な
ど
を
利

・■
野

Ｅ
Ｌ
S 

・
瀞

玉
村

壽
子
さ
ん

（大
美
野
五
区
）

登西よろず相談室は、「誰に聞いたらいいか分からない」と

いう住民の皆様のお困りことを、連合自治会役員・民生委員・

行政書士でお聞きし、関係各所と連携してスムーズに解決す

るという目的のもと、昨年4月 からスタートしました。このよう

な自治会の取り組みは、確認できている範囲では、全国で初

めての取り組みとのことです。また、各田丁内の掲示板のポス

ターをこ覧になつて相談に来られた方々からは、ありがたい

ことにこ好評のお声をしヽただいております。

現在は、毎週土曜日10時～12時に、地域会館で、地域の間

題や福祉の不安、コロナ対策や法律のお悩みなどについて、

こ相談に来られた方やお電話でのお問合せに対応させてい

登美丘西校区は、コロナ禍において地域会館を活用し、

さまざまな催しにオンラインで参加しています。

彗西バブ場ツクビューイングます

ただいております。また、こ相談の際|よ、個室もこざいますの

で、個人情報もしつかりと守られます。

もちろん全てのお悩みを解決できるわけではありません

が、まず|よ誰かに話すことで、解決の糸ロヘと繋がることもあ

ります。少しでも良い方向へ進むお手伝いをさせていただけ

たらと思い、相談員一同、皆様のお越しをお待ちしておりま

す。ぜひお気軽にこ利用ください。
かすさ

登西よろず相談室 相談委員 池田 ―紗 (行政書士 )

相談内容の割合
〈こ相談例〉

・騒音がひどくて眠れない

。道路の溝の上蓋の鉄板劣化について

。亡くなつた親の不動産の名義を変更したい

。お一人暮らしの高齢者への連絡について

●きたのだ音楽会～specialラ イブ～(7月 22日 )

●北野田エンターテイメントフェステイバル(10月 30日 )

.II   I

親
秘
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12日 4日 (土 )

開催未定

1但しボスクーコンクーんは実施

場FF:東文化会肺 階ホーん並び|こ口じ―

主催:登美丘地区竃少年健全冑威協議会

1 今わ3年度単位白治会会長紹介(教称略)1(

登美丘西校区地域会館敷地の東端に、使い道のない傾

斜地があり雑草が生い茂り、隣接の皆さまにこ迷惑をお

掛けしております。「何とかしよう」という掛け声に、とに

し防草族の皆さんが力を合わせて、処置をしてくれまし

た。ありがとうこざいます。   連合自治会長 川上 浩

登美丘西校区人口統計 |=‖ 1314「 |;、 :蠣 ,

園 区
⑧れわい
Ж佗観

'1日

28日 (日 )・

29日 (日 )

場所 :東文化会館

ド記の行事は

新型コロナウイルス感染症

防止対策のため、

残念ながら中止となりました。

な登美丘西鮫区連B自治会紘育六会

制l交 区ハイキング
⑫隼いの会

は登西つ子バザー

●堺まつり⑤

鸞堺市ロオリンじック⑤

中堺市農業祭⑤  ※〇は堺市行事

―
―
●
●

1中 茶 屋

2下 草 尾

3.関 茶 屋

4西 □ 園

5.草尾駅前

6.下 出 □

7.大美野1区

8大美野2区

9.大美野3区

10大美野4区

11大美里予5区

12.大美野6区

13大美里予7区

14大美野8区

15天美野荘園

16.天美Ξ:の里

17住友大美野

浦芝 秀明

片上 利文

植田謙一郎

須山 隆嗣

山田 嘉雄

大石 武司

滝本 継安

上田 裕司

三島 千佳

岡1田 修三

井□ 高司

吉||1  勉

川丼 和久

菊地 圭―

林 富美子

土橋 一也

前島 隆史

新 茶 屋

新茶屋北
―   早暮

―  禾

新 美 野
フ 十 ミ斗
C_モリノ[」

草尾荘園

西大美野

丈六445

さ つ き

新美野東

冨士大美野

日光 苑

あそんだ

メイツ北野田

府営大美岬

グラン]一卜初芝

上田 敬之

仲野 功一

伴  彰裕

黒‖1 藍子

高橋 作枝

南  成治

西尾 文治

神之門晃一

前田 征夫

も
７
月
に
今
年
度
初
め
て
の
総

会
を
開
き
、
定
例
会
や
行
事
の
打

ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

地
域
の
織
物
会
社
の
こ
厚

意
で
い
た
だ
く
の
で
、
無

料
で
利
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
小
物
か
ら
服
・か
ば

ん
・ク
ッ
シ
∃
ン
な
ど
を
作

り
、
出
来
栄
え
を
褒
め
あ

い
、
自
慢
し
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、

愚
痴
を
言
っ
た
り
し
て
、
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

子

彦

子

明

雄

榮

規

幸

昭

悦

正

時

原

□

神

原

原

崎

川

松

野

楠

石

石

岡

中

あ
み
ｔ
‐‐の教
室
へ
‐の６
‐‐‐誘■
■
●
一■
‐‥護‐■
■

， 一警
珊積
一一＝

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
　
　
　
当
会
で
は
地
域
会
館
で
月
１
　

　

　

皆
さ
ま
も
お
気
軽
に
こ
参
加

の
見
通
し
は
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
　
　
回
・第
２
木
曜
日
１２
時
半
よ
り
‐５

　

　

く
だ
さ
い
。

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
徐
々
に
進
　
　
時
ま
で
「あ
み
も
の
教
室
」
を
開
い
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
が

一日
も
早
く
終

み
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
行
事
も
開
催
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

登
美
丘
西
校
区
で
も

「
サ
ロ
ン
さ
く
ら
」
が
始

ま
り
、
更
生
保
護
女
性
会

て
い
ま
す
。
材
料
の
糸
は
、
　

　

息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

編

缶

後

飽

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

の
見
え
な
い
昨
今
、
少
し
で
も
明

る
い
話
題

（Ｏ
Ｒ
ニ
ュ
ー
ス
）
を
提

供
の
た
め
編
集
委
員
一同
懸
命
に

模
索
し
、
一同
の
知
恵
の
輪
が
実

り
今
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
愛
読
い
た
だ
い
た
皆
様
と

こ
一緒
に
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
ガ
ン

バ
ロ
ー
〃
　̈
　
　
　
高
橋

良
昌

年齢

統 計

増 減

0～ 4歳

男 (人 )

5,432
A r.,,r 合計

6,183
-30

11,615

-106-76
193 209 402
+7 -8 -1

3.671 3,905 7,576

-87 -36 -123
3.6371 568 2

+4
288

+14
33.5

+18
313

5 1 -21

増 減

5～64歳

増 減

65歳以上

増減

構成比

世帯数
※増減は、令和2年 4月 末との比較 ※構成比は、65歳以上の比率(%)


